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令和 7年度 第 4回 山県市教育委員会定例会議事録

１ 日時

令和 7年 9月 30 日（火） 午後 1時 30 分～午後 3時 30 分

２ 場所

山県市役所 2階 201 会議室

３ 出席者

教育長 服部 和也

委 員 千葉 純 川田 八重子

委 員 堀 惠子 石井 まなみ

事務局 学校教育課長 鷲見 亮

生涯学習課長 大西 義彦

学校教育課主幹 栃川 順

学校教育課課長補佐 横山 直美

４ 議事日程

日程第４ 諸般の報告
日程第５ その他

５ 会議の概要

別添のとおり

日程第１ 前回議事録の承認

日程第２ 議事録確認者の指名

日程第３ 議事

報第 1号

承第12号

令和６年度山県市教育委員会決算の成果説明の報告について

山県市議会に提出する、教育財産の取得についての意見を市長に申し出

ることの専決処分の報告について



- 2 -

午後 1時 3０分 開会

日程第１ 前回議事録の承認

教育長 ＜議事録について説明を求める。＞

学校教育課

課長補佐

＜議事録について説明する。＞

教育長 ＜議事録について各委員の意見を求める。＞

教育長 ＜委員からの意見がないため、議事録について議決を求める。＞

教育長 ＜全員異議なしにより、議事録について原案のとおり議決する。＞

日程第２ 議事録確認者の指名

教育長 ＜議事録確認者に堀委員を指名する。＞

日程第３ 議事

■報第１号 令和６年度山県市教育委員会決算の成果説明の報告について
教育長 ＜報第１号について、事務局に説明を求める。＞

学校教育課

課長補佐

＜報第 1号について、説明する。＞

学校教育課

長

＜報第 1号について、要点を説明する。＞

生涯学習課

長

＜報第 1号について、要点を説明する。＞

教育長 ＜報第 1号について、各委員の意見を求める。＞

川田委員 ・小学校管理備品購入が大幅に減額していますが、支障はありません

か。

学校教育課

主幹

・各学校には毎年予算要望を行いヒアリングを行っています。優先的に

行う事業等で必要な経費もあることから、調整して予算立てしていま

す。

川田委員 ・高富小学校屋外運動場トイレが綺麗に整備されたということですが、

他の小学校も改修されていきますか。

生涯学習課

長

・令和８年度から富岡小学校と梅原小学校のトイレも計画的に改修して

行く予定です。

千葉委員 ・令和６年度からスクールサポートスタッフ３名が配置されていますが

足りていますか。
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学校教育課

長

・年度途中からの事業で、高富小学校、富岡小学校、梅原小学校に配置

しています。募集してもなかなか応募がないが、今年度はもう少し増

員となっています。

千葉委員 ・小学校ビジョン２０２０事業とは、どんな事業ですか。

学校教育課

長

・各学校が特色に合わせて予算を活用しており、一例として富岡小学校

が生徒指導研修校だった際には、生徒指導の研修に関わっての講演

や、生徒の活動を発信するボード作成等に予算を活用しました。

千葉委員 ・図書館資料等購入事業が前年度の半額になっているのは、どんな理由

ですか。

生涯学習課

長

・紙の図書購入と電子図書に分けて配分しているためで、総額としては

前年度と同額となります。令和６年度より電子書籍４００点を導入

し、スマートフォン等で貸出しが可能となりました。読書記録通帳に

は借りた本の価格が通帳のように記録され、読書量が金額で確認でき

ます。６月時点で１５５冊発行されました。セルフ貸出機の利用率も

令和６年度末時点で、対面カウンターを上回り約５２％に達しまし

た。

■承第 12 号 山県市議会に提出する、教育財産の取得についての意見を市長に申し出

ることの専決処分の報告について

教育長 ＜承第 12 号について、事務局に説明を求める。＞

学校教育課

主幹

＜承第 12 号について、説明する。＞

川田委員 ・どこのメーカーですか。

学校教育課

長

・ヒューレットパッカードの予定です。

千葉委員 ・1台あたり高額ですが、前回購入して１０年ぐらい経過したのですか。

学校教育課

主幹

・周辺機器も含まれた金額となっています。前回も平成２７年度から３

年間で更新しており、今回も３年間で約３００台を更新する計画の初

年度となります。単年での財政負担を避けるため分割での購入となり

ます。

■日程第４ 諸般の報告

＜非公開案件であるため、議事録は別途作成＞

学校教育課

長

＜教職員の器物破損について＞
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■日程第５ その他

学校教育課

課長補佐

＜山県市総合教育会議の開催＞

・１１／４（火）午前１０時～

講師 東京大学名誉教授 牧野 篤 氏

（仮）テーマ「学びが地域を結び、社会をつくる」

教育長 ＜新しい放課後教育方針（アフタースクール構想）＞

・今後５年間で、学校施設全１２校の放課後に「アフタースクール」と

して、生涯学習の場に転換する計画です。

・今年度より、放課後児童クラブが子育て支援課から教育委員会の管轄

になったことで、１５時半以降の子どもの居場所をつくります。

教育センタ

ー次長

＜「森と川の学校」みやまの森フィールドワークの活動報告＞

石井委員 ・学校で学ぶ理科の知識と実際の自然現象が子どもたちの中で結びつい

ていないと思います。フィールドワークなどの体験は、教科書の知識

と現実世界を結びつけ、好奇心を刺激し主体的な学びを促す上で重要

だと思います。

千葉委員 ・自然のある場所で育っている山県市の子どもたちは幸せだと思いま

す。この活動とは違ったフィールドワークを今後取り入れて行けたら

良いと思います。

堀委員 ・両親共働きや、都市部で自然に触れ合う機会が減る中、学校が多様な

体験を提供する役割を担う必要性が増していると思います。「保育園

留学」が始まったように、都会の子どもたちが来られるようになると

良いと思います。

生涯学習課

長

＜イベントの告知＞

・ねんりんピック岐阜２０２５（ソフトバレーボール交流大会）

開催期間 １０／１８～１０／２１

・平和学習展 ９／２５～１０／２４

・アトリエ教室（全４回）伊自良南小学校にて開催

・リトアニア、パクロイス市訪問団来所 １０／２～１０／６まで滞在

・スポーツＤＡＹ２０２５ １０／１３ 自由参加

・岐阜モーニングプロジェクト １２／１９まで開催

・山県市ふるさと栗まつり １０／５ 神田京子「講談 大桑城」
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午後３時３０分 閉会

上記議事録は正当であることを認めます。

山県市教育委員会 教 育 長 服部 和也

委 員 堀 惠子

教育長 ・地域住民が講師となり、将棋やギター、お菓子作りなど多様な学びを

学校の中で提供するなど、世代を超えて学びを通じて地域をつなぐ考

え方です。これらを総称して「アトリエ教室」と呼びます。

・１１／４には、東京大学名誉教授の牧野先生を講師に招き、放課後の

教育と地域づくりに関する講話をしていただきます。午後からは、伊

自良南小学校で開催される「アトリエ教室」に訪問していただき、

「綿からつむぐハンドストラップづくり」を見学してもらいます。


